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中空知広域水道企業団水道料金審議会資料
（第３回）

• 日時：平成31年３月20日（水）14：00～

• 場所：滝川市まちづくりセンターみんくる
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本日の審議内容

１ 第２回審議会の内容確認 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３

２ 第２回審議会で要望いただいた資料 ・・・・・・・・・・・・ ５

３ 口径別料金体系の検討 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３

４ 今後の水道料金（口径別料金の試算）・・・・・・・・・・・ ２２

５ 今後の水道料金（用途別口径別料金の試算）・・・・・ ３２
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１ 第２回審議会の内容確認

（１） 今後の水道料金（第２回資料Ｐ３７）

経営戦略の財政収支見通しから、資金不足分について６％の水道料金を
引き上げる必要があります。今後の水道料金の試算にあたっては、必要額
６％加算を踏まえ、また試算パターンについては、いくつかある水道料金の
仕組みの中から、当企業団の実情に合った項目等を選択し、検討していくこ
ととします。

　まず、現在の企業団の水道料金体系と
同様の仕組みについて試算します。

料金体系

用途別 口径別 用途別口径別

基本料金

基本水量あり

基本水量なし

従量料金

単一型

逓増型

逓減型

○水道料金の仕組み
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１ 第２回審議会の内容確認

（２） 用途別料金の試算（第２回資料Ｐ４７）

「①用途別」の料金試算は、現行用途別の基本料金・超過料金に
６％を乗じたことにより、試算後の影響では、使用水量にかかわらず
改定率がおおむね６％均一になります。

試算
パターン

【家事用】基本水量７㎥
【業務用】基本水量15㎥
【浴場用】基本水量100㎥ 【臨時用】基本水量10㎥

設定内容
現行用途別の基本料金・超過料金(10％税込)に６％
を乗じて試算。

算出した
基本料金・
超過料金

家事用：基本料金1,576円・ 超過料金255円
業務用：基本料金3,964円・超過料金299円/255円
浴場用：基本料金10,570円・超過料金122円
臨時用：基本料金6,606円・超過料金599円

試算後の
影響

現行用途別の基本料金・超過料金(10％税込)に６％を乗
じて試算した結果、現行料金との比較で、改定率では使
用水量にかかわらずおおむね６％均一の影響となります。
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２ 第２回審議会でご要望いただいた資料

（１） 逓減型料金体系（業務用）について①

逓減型料金体系を単一型・逓増型に見直すとした場合の水道料金
収入への影響度合いなどを検証していきます。

1か月901㎥以上の水を利用している事業者の実態（平成29年度）

事業者数

現在地下水等を利用現在水道水を利用 合 計

901㎥以上月数

使用水量

相当する水道料金

うち901㎥以上相当分

３４事業者 ８事業者 ４２事業者

２９３月 ７８月 ３７１月

５５６，２３７㎥ ２１１，３３３㎥ ７６７，５７０㎥

約１億４,１９４万円 約５,２７２万円 約１億９,４６６万円

約６,９０４万円 約３,３３１万円 約１億２３５万円

※現在地下水等を利用されている事業者からは、実際には料金をいただいていません。
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２ 第２回審議会でご要望いただいた資料

（１） 逓減型料金体系（業務用）について②

当企業団の１か月901㎥以上利用者にあたる34事業者の実態です。

逓減型料金該当事業者・業態別利用状況（平成29年度）

業種の形態 事業者数 対象月数 水道料金 1か月当たり平均

医療機関

福祉施設

サービス業

製造業

その他

５

１０

１２

５

４２月

８９月

９５月

４３月

２４月２

約２,０４７万円

約３,４６７万円

約３,７００万円

約３,３４４万円

約１,６３６万円

約４８万７千円

約３９万円

約３８万９千円

約７７万８千円

約６８万２千円

合 計 ３４ ２９３月 約１億４,１９４万円 約４８万４千円
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２ 第２回審議会でご要望いただいた資料

（１） 逓減型料金体系（業務用）について③

逓減型料金該当事業者の月額水道料金試算（平成29年度）

月額水道料金 対象月数
逓減→単一

901㎥以上の236円を、277円に変更して試算した例を次に示します。
※900㎥までの277円を基本とし、901㎥以上の41円の逓減をやめた場合の影響

逓減→単一

24万円～32万円

32万円超～40万円

40万円超～50万円

50万円超～70万円

70万円超～100万円

100万円超～150万円

150万円超～200万円

８６月

７４月

６７月

２５月

２２月

１２月

７月

平均影響額 平均影響率

５,２００円

２０,４４１円

３２,９４０円

５７,２６５円

１０１,４５８円

１３８,４９２円

２６６,１７２円

１．９％

５．６％

７．５％

９．９％

１２．２％

１３．２％

１４．９％

1か月あたり

平均使用水量

１，０２７㎥

１，３９９㎥

１，７０３㎥

２，２９７㎥

３，３７５㎥

４，２７８㎥

７，３９２㎥
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２ 第２回審議会でご要望いただいた資料

（１） 逓減型料金体系（業務用）について④

逓減型・単一型・逓増型それぞれの料金に対する影響度合いです。

248,817円

ここまでは

どの型も同じ

1,384,517円

1,216,417円

1,552,617円

使用水量が増えるほど影響が大きくなり、現行の逓減型と、逓増型
を比較すると、例えば月5,000㎥の利用者は、月額の水道料金が33
万円以上引き上げとなる計算になります。

使用料に応じ
大きな差が
開きます

※901㎥以上の単価は逓減型236円（△41円）、単一型277円、逓増型318円（＋41円）と仮定
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２ 第２回審議会でご要望いただいた資料

（１） 逓減型料金体系（業務用）について⑤

逓減型を単一型又は逓増型に見直した場合の収支試算です。９０１
㎥以上の利用の合計である２９２，５３７㎥を基礎に試算します。

上記のように、単純計算上では大きな財政効果を生み、大口利用
者以外への影響を、単一型への変更では約１％分、逓増型への変更
では約２％分圧縮する効果がありますが、同時にリスクやデメリット面
も考察する必要があります。

逓減型→単一型
（236円） （277円）

逓減型→逓増型
（236円） （318円）

２９２，５３７㎥×（２７７円－２３６円）

＝約１，２００万円の収入増

２９２，５３７㎥×（３１８円－２３６円）

＝約２，４００万円の収入増
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２ 第２回審議会でご要望いただいた資料

（１） 逓減型料金体系（業務用）について⑥

厚生労働省では、従量側に偏った、かつ、逓増型の料金体系は、
「安定経営に資する料金体系とは言い難い状況」として、以下のように
提言しています。

水需要減少傾向の現状にあって、従来からの逓増性
料金体系についても、緩やかな見直しを

新水道ビジョンより抜粋

近年は膜ろ過処理技術の向上や、井戸の掘削費用の低下により、
比較的安価に地下水への切替えが可能な時代となってきており、大口
の利用者が地下水利用に切替える例が全国的に増えてきていること
を背景に、国でも上記のような方針を立てています。

また、一度地下水への切替えを行うと、水道水に戻ってくることはほ
ぼない状況にあるようです。
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２ 第２回審議会でご要望いただいた資料

（１） 逓減型料金体系（業務用）について⑦

全国的に大口利用者が地下水への切替えにシフトする中、各水道事
業者は料金体系等の変更により対策を行っています。

具体的な事例は、以下のとおりです。

その他にも、地下水利用に対しての負担金を徴する固定費負担制度
（神戸市）や、水道をバックアップ用に利用する場合に、バックアップ料
金を徴する制度（帯広市）などの取組が行われています。

取組施策 具体的な内容 導入事業者

一定水量まで料金を逓増し、一定水
量以上の料金を逓減する仕組み

逓増逓減型料金 前橋市、渋川市、佐賀市
長岡京市、草津市など

減免制度

個別需給
給水契約制度

弾力的に個別契約を過去の使用水
量などで設定する仕組み

岡山市、宇都宮市、
北九州市、福島市など

地下水から水道水に切替えた場合
に料金等を減免する制度

神奈川県
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２ 第２回審議会でご要望いただいた資料

（１） 逓減型料金体系（業務用）について⑧

逓減型→単一型や逓増型に見直した場合、大口利用者は６％分含
めて２０％程度の値上げ（単一型の場合）、年間数百万円の負担増と
なる事業者もあり、水道離れというリスクも想定しなければなりません。

34事業者のうち３事業者が地下水への切替えを行った場合
（平均１月使用水量２，０００㎥と仮定）

＝約１，８００万円の収入減

こうした大口利用者の水道離れが、全国で起きてきています。そして、
使用水量が多い事業者ほど、流出のリスクは高くなりますので、６％水
道料金による影響も含めて減収分も想定しておく必要があります。

仮に、３４事業者のうち、約１割にあたる３事業者が、経費節減のた
めに地下水へ切替えを行ったとすれば、次のような影響を受けること
になります。

３事業者×約６１０万円
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３ 口径別料金体系の検討

（１） 口径別料金体系の検討①

前回の水道料金審議会において答申の２番目の項目で、将来的な
料金見直しの時点で「口径別料金体系の導入」について言及してい
ます。

２．料金体系については、現行４地区の用途別料金体系を継続し、その用途区分につい

ては、家事用、業務用、浴場用、臨時用の４区分を基本とされたい。

また、将来的な料金見直しの時点で口径別料金体系の導入について

も検討されたい。

①用途別 ②口径別 ③用途別口径別

○料金体系の大別

前回検討



３ 口径別料金体系の検討

（１） 口径別料金体系の検討②

口径別の試算においては、一般家庭での使用が多い口径１３㎜か
ら２５㎜までと、事業所等での使用が多い口径４０㎜から１００㎜まで
の２パターンに分けて試算します。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

13ｍｍ 20ｍｍ 25ｍｍ 40ｍｍ 50ｍｍ 75ｍｍ 100ｍｍ

給
水
件
数
割
合

口径別給水件数割合（平成29年度）

臨時用

浴場用

業務用

家事用

小口径 大口径
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３ 口径別料金体系の検討

（１） 口径別料金体系の検討③

口径別の使用状況の家事用で１か月当たりの平均水量は、13～25
㎜で12.0㎥、40～100㎜で94.8㎥となっています。家事用の年間水量
での口径別の構成割合は、13～25㎜で99.4％となっています。

15

月平均件数（件） 年間水量（㎥） 月平均件数（件） 年間水量（㎥）

０～１０ 14,986 1,045,165 7 321
１１～２０ 10,727 1,904,703 4 718
２１～３０ 3,255 948,536 3 817
３１～４０ 661 272,269 2 675
４１～５０ 142 75,396 1 490

５１～１００ 64 47,661 1 921
１０１～２００ 7 12,022 2 3,660
２０１～５００ 2 5,473 3 10,504
５０１～９００ 0 1,329 1 9,185
９０１～ 0 0 0 0

計 29,844 4,312,554 24 27,291
口径別の構成
割合（％） 99.9 99.4 0.1 0.6

１か月当たりの
平均水量（㎥）

※30㎜（月平均１件、年間水量1,074㎥）は現在使用がないため集計から除いている。

４０～100㎜

〇口径別の使用状況(平成29年度)

12.0 94.8

用途別：家事用
使用水量別

（㎥）
１３～２５㎜



３ 口径別料金体系の検討

（１） 口径別料金体系の検討④

口径別の使用状況の業務用で１か月当たりの平均水量は、13～25
㎜で23.1㎥、40～100㎜で263.6㎥となっています。業務用の年間水量
での口径別の構成割合は、13～25㎜で34.7％、40～100㎜で65.3%と
なっています。

16

月平均件数（件） 年間水量（㎥） 月平均件数（件） 年間水量（㎥）

０～１０ 1,048 51,272 55 3,047
１１～２０ 393 70,380 31 5,644
２１～３０ 190 56,941 20 6,148
３１～４０ 120 50,832 16 6,910
４１～５０ 71 38,421 16 8,983

５１～１００ 135 112,214 47 41,171
１０１～２００ 59 98,014 56 96,251
２０１～５００ 19 69,014 56 212,125
５０１～９００ 3 18,800 16 129,395
９０１～ 0 0 24 556,237

計 2,038 565,888 337 1,065,911
口径別の構成
割合（％） 85.8 34.7 14.2 65.3

１か月当たりの
平均水量（㎥）

４０～100㎜

〇口径別の使用状況(平成29年度)

23.1 263.6

用途別：業務用
使用水量別

（㎥）
１３～２５㎜
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各種計画の策定 総括原価の算定 料金体系の設定

・料金算定期間の決定

・水需要の見通し

・施設等更新計画

・経営戦略の策定

・管路更新計画 ほか

・料金総費用額の
積算

・料金総収入額の
算定

・関連収入の控除

・料金体系の選択

・原価の分解

・原価の配分

・原価の配賦

口径別料金の算定にあたっては、（公社）日本水道協会の「水道料金算定要領」
を参考とし、当企業団の実態に照らしながら検討を行うこととします。

３ 口径別料金体系の検討

（２） 口径別料金の基本的考え方

料
金
表
の
確
定
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原水・浄水費 配水・給水費 業務費

水源の維持管理費

人件費

浄水場の維持管理費

資本費

浄化費用
（水をつくる費用）

動力費（電気代等）

薬品費

配水管の維持管理費

人件費

資本費 ほか

ほか

検針費

量水器購入費

人件費

資本費 ほか

水源 導水管 浄水場 送水管 配水池 配水管
水道

メータ
使用者

固定費 固定費変動費 需要家費

費用

工程

内容

区分

３ 口径別料金体系の検討

（３） 総括原価の分解、配分のイメージ
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３ 口径別料金体系の検討

（４） 水道料金算定のイメージ

料
金
表
の
確
定

固定費

変動費

需要家費

総括原価

基本料金

従量料金

使用水量とは関係なく、
需要家の存在自体に
より必要とする固定経費

使用水量とは関係なく、
水道需要の存在に伴い
固定的に必要とする経費

水道の使用に伴い
発生する経費

使用水量とは関係なく
給水準備のために
必要な原価

使用水量に応じて
必要な原価

（水量料金）

（準備料金）

料金で回収すべき
費用等の総額
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料金算定に必要な９年間（H32～H40）の費用を
次のとおり分類し、必要額を算出します。

総括原価 固定費

需要家費

変動費

118億6380万円

16億7949万円

91億9249万円

9億9182万円

検針徴収関係費

量水器関係費

維持管理費

減価償却費等

支払利息

その他費用

8億1001万円

8億6948万円

31億858万円

55億4892万円

5億3342万円

157万円

口径
13～
25mm

40～
100mm

需要
家費

固定費

上記の補正

計

計

上記の補正

固定費

変動費

準
備
料
金

基
本
料
金

１
か
月

従
量
料
金

233.66 233.66

243.06 919.25

261.57 2866.03

4018.94738.29

4,020円740円

167.69

20.33

188.02

188円

10.99％

89.01％

３ 口径別料金体系の検討

（５） 総括原価の配賦による必要額の算出

9年間にかかる費用の総額（総括原価）から「需要家費」「固定費」「変動費」それ
ぞれに見合う費用を分類し、口径別に基本料金と従量料金などを求めます。



３ 口径別料金体系の検討

（６） 口径別料金体系の基本水量の設定

口径別料金体系の基本料金・従量料金は、総括原価配賦の算出額を適用
しますが、算出した額が基本水量なしの料金であることから、試算にあたって
は、現行水道料金の仕組みと同様基本水量ありを採用します。また①用途
別試算料金と比較し大きな変動にならないよう水量割を設定し算出します。

従量料金
13～25㎜ 40～100㎜ （１㎥～）

740円 4,020円 税抜金額 188円
814円 4,422円 10％税込 207円

基本料金（０㎥）

総括原価配賦の算出額は、基本水量なしの料金(消費税抜)
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用途別試算料金と比較し大きな変動
とならないよう水量割を設定

【例】現行家事用と同様７㎥の
基本水量とし基本料金を算出 【例】水量割：100円に設定

基本水量 13～25㎜ 基本水量 13～25㎜

7㎥ 2,263円 7㎥ 1,514円

基本水量 家事用 基本水量 家事用

7㎥ 1,576円 7㎥ 1,576円

814円＋207円×7㎥ 814円＋100円×7㎥

基本料金（７㎥） 基本料金（７㎥）



４ 今後の水道料金（口径別料金の試算）

（１） 口径別料金の試算①

(小口径)

７㎥
1,514円

基本料金
基本水量あり

従量料金
単一型

基本水量 水
量割(100円）

口径別の試算では口径を２パターンに分け、また①用途別試算料金の家事用
の基本料金と比較し極端な改定額にならないよう、小口径については基本水量７
㎥、水量割100円とし基本料金1,514円に設定します。大口径については、現行業
務用の基本水量の15㎥とし、水量割は小口径と同額100円に設定します。従量
料金は単一型を適用し、小口径と大口径を同額に設定します。
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４ 今後の水道料金（口径別料金の試算）

（１） 口径別料金の試算②

「②口径別」の試算では、基本水量をそれぞれ７㎥、１５㎥に設定し、基本料金
は総括原価配賦表により算出、小口径814円と水量割基本水量分700円で1,514
円、大口径4,422円と水量割基本水量分1,500円で5,922円としています。超過料
金については、必要水道料金収入とつり合う料金シミュレーションにより試算しま
す。なお消費税については、前回同様現行８％税込を10％税込に置換します。

〇基本料金の算出について
総括原価
配賦表に
より算出

水量割
（１００円）
基本水量

13ｍｍ
20ｍｍ 小口径 814円 ＋ 700円＝ 1,514円
25ｍｍ ７㎥

40ｍｍ
50ｍｍ
75ｍｍ

100ｍｍ 15㎥

基本料金

5,922円

口径を2パターン
に分ける

大口径 ＋ 1,500円4,422円 ＝

試算
パターン

【13～25ｍｍ】基本水量７㎥
【40～100ｍｍ】基本水量15㎥
水量割100円

設定内容

使用口径により小口径【13～25ｍｍ】大口径【40～100ｍｍ】
の2パターンに分け料金試算。基本水量をそれぞれ７㎥、15㎥
に設定し、基本料金は総括原価配賦表により算出した【13～
25ｍｍ】814円【40～100ｍｍ】4,422円に水量割100円を加算
し、超過料金は必要水道料金収入とつり合うよう料金設定。

算出した
基本料金

13～25ｍｍ(小口径）：基本料金1,514円
40～100ｍｍ(大口径）：基本料金5,922円
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４ 今後の水道料金（口径別料金の試算）

（１） 口径別料金の試算③

「②口径別」の試算後の超過料金は、口径13～25㎜８㎥以上と40～
100㎜16㎥以上でともに282円と算出しています。なおこの試算では、
逓減型料金の設定をしていません。

【13～25ｍｍ】基本水量７㎥　　　　　

◎料金表 【40～100ｍｍ】基本水量15㎥  
水量割1００円

水道料金（現行） 上段（10％税込） 水道料金（試算後）
下段（ 8％税込） （10％税込）

料金(円） 水　量

1,487 240 8㎥～ 8㎥～
(1,460) (236)

282 16～900㎥ 16㎥～
3,740 (277 )

(3 ,672 ) 240 901㎥～
(236 )

業務用 １５㎥まで

40～100ｍｍ １５㎥まで 5,922 282

282

用途別
基本料金(１月につ き） 超過料金(円)

（ １㎥につ き）
口径別

基本料金(１月につ き） 超過料金(円)

（ １㎥につ き）水　量 料金(円）

家事用 ７㎥まで 13～25ｍｍ ７㎥まで 1,514
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４ 今後の水道料金（口径別料金の試算）

（２） 試算による影響①

口径別13～25㎜（家事用）使用水量10㎥の場合、現行料金2,207円、
改定額153円(改定率6.9％）、改定後料金2,360円になります。また、
13～25㎜（家事用）使用水量20㎥の場合、現行料金4,607円、改定額
573円(改定率12.4％）、改定後料金5,180円になります。
○口径別試算使用水量(10㎥）

10％税込

口径別 現行料金(円） 改定額(円） 改定率（％） 改定後料金(円）

13～25mm
（家事用） 2,207 153 6.9 2,360
40～100mm
（家事用） 2,207 3,715 168.3 5,922
13～25mm
（業務用） 3,740 △ 1,380 △ 36.9 2,360
40～100mm
（業務用） 3,740 2,182 58.3 5,922

○口径別試算使用水量(20㎥）
10％税込

口径別 現行料金(円） 改定額(円） 改定率（％） 改定後料金(円）

13～25mm
（家事用） 4,607 573 12.4 5,180
40～100mm
（家事用） 4,607 2,725 59.1 7,332
13～25mm
（業務用） 5,150 30 0.6 5,180
40～100mm
（業務用） 5,150 2,182 42.4 7,332
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４ 今後の水道料金（口径別料金の試算）

（２） 試算による影響②

〇現行料金 単位：円（10％税込） 〇改定後 単位：円（10％税込）

10 20 50 100 200 500 900 2,000 5,000 9,000 10 20 50 100 200 500 900 2,000 5,000 9,000

13-25ｍｍ
（家事用） 2,207 4,607 11,807 23,807 47,807 119,807 215,807

13-25ｍｍ
（家事用） 2,360 5,180 13,640 27,740 55,940 140,540 253,340

40-100ｍｍ
（家事用） 2,207 4,607 11,807 23,807 47,807 119,807 215,807

40-100ｍｍ
（家事用） 5,922 7,332 15,792 29,892 58,092 142,692 255,492

13-25ｍｍ
（業務用） 3,740 5,150 13,610 27,710 55,910 140,510 253,310

13-25ｍｍ
（業務用） 2,360 5,180 13,640 27,740 55,940 140,540 253,340

40-100ｍｍ
（業務用） 3,740 5,150 13,610 27,710 55,910 140,510 253,310 517,310 1,237,310 2,197,310

40-100ｍｍ
（業務用） 5,922 7,332 15,792 29,892 58,092 142,692 255,492 565,692 1,411,692 2,539,692

〇改定額 単位：円（10％税込）

10 20 50 100 200 500 900 2,000 5,000 9,000
13-25ｍｍ
（家事用） 153 573 1,833 3,933 8,133 20,733 37,533

40-100ｍｍ
（家事用） 3,715 2,725 3,985 6,085 10,285 22,885 39,685

13-25ｍｍ
（業務用）

△ 1,380 30 30 30 30 30 30
40-100ｍｍ
（業務用） 2,182 2,182 2,182 2,182 2,182 2,182 2,182 48,382 174,382 342,382

〇改定率 単位：％

10 20 50 100 200 500 900 2,000 5,000 9,000
13-25ｍｍ
（家事用） 6.9 12.4 15.5 16.5 17.0 17.3 17.4
40-100ｍｍ
（家事用） 168.3 59.1 33.8 25.6 21.5 19.1 18.4
13-25ｍｍ
（業務用）

△ 36.9 0.6 0.2 0.1 0.1 0.0 0.0
40-100ｍｍ
（業務用） 58.3 42.4 16.0 7.9 3.9 1.6 0.9 9.4 14.1 15.6

口径別

口径別 口径別
水量（㎥/月）

口径別

水量（㎥/月）

水量（㎥/月）

水量（㎥/月）

口径別40～100㎜（業務用）使用水量2,000㎥の場合、現行料金
517,310円、改定額48,382円(改定率9.4％）、改定後料金565,692円
になります。
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４ 今後の水道料金（口径別料金の試算）

（２） 試算による影響③

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

0㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥200㎥500㎥900㎥

改
定
額
（
円
）

改
定
率
（
％
）

使用水量

試算による１か月当たりの影響（13-25㎜家事用）

②口径別（改定額） ②口径別（改定率）

試算による増減の影響は、使用水量の増加とともに改定率の割合も増加します。
改定率は14㎥で10％増、40㎥で15％を超える試算になります。
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４ 今後の水道料金（口径別料金の試算）

（２） 試算による影響④

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

0㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥200㎥500㎥900㎥

改
定
額
（
円
）

改
定
率
（
％
）

使用水量

試算による１か月当たりの影響（40-100㎜家事用）

②口径別（改定額） ②口径別（改定率）

試算による増減の影響は、使用水量７㎥以下で現行料金と比較し４倍（改定
率約300％増）になります。使用水量の増加とともに改定率は圧縮されますが、
改定額は増えていきます。
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４ 今後の水道料金（口径別料金の試算）

（２） 試算による影響⑤

△ 2,500

△ 2,000

△ 1,500

△ 1,000

△ 500

0

500

△ 70.0

△ 60.0

△ 50.0

△ 40.0

△ 30.0

△ 20.0

△ 10.0

0.0

10.0

0㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 200㎥ 500㎥ 900㎥

改
定
額
（
円
）

改
定
率
（
％
）

使用水量

試算による１か月当たりの影響（13-25㎜業務用）

②口径別（改定額） ②口径別（改定率）

試算による増減の影響は、使用水量７㎥以下で、現行料金と比較し改定率
△60％になります。使用水量15㎥以上は、ほぼ現行料金と同額になります。
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４ 今後の水道料金（口径別料金の試算）

（２） 試算による影響⑥

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

改
定
額
（
円
）

改
定
率
（
％
）

使用水量

試算による１か月当たりの影響（40-100㎜業務用）

②口径別（改定額） ②口径別（改定率）

試算による増減の影響は、使用水量15㎥以下で現行料金と比較し約60％増に
なります。使用水量の増加とともに900㎥までは改定率は圧縮されますが、逓減
型料金を適用していないことから901㎥以上の使用水量の改定率は大きくなって
いきます。
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４ 今後の水道料金（口径別料金の試算）

（３） 口径別料金の試算（まとめ）

「②口径別」の試算では、現行料金との比較で、13～25㎜（業務用）の料金
で減少やほぼ同額となりますが、13～25㎜（家事用）で改定率10％台増、40
～100㎜（家事用）７㎥以下で現行料金の４倍、40～100㎜（業務用）15㎥以
下で現行料金の60％増となります。また、業務用では逓減型料金設定がな
いことから、大口使用者の負担が大きくなる改定率となります。

13～25mm
(家事用）

使用水量の増加とともに、改定率の割合も増加します。改定率
は14㎥で10％増、40㎥で15％を超える試算になります。

40～100mm
(家事用)

使用水量７㎥以下で現行料金と比較し４倍（改定率約300％
増）になります。使用水量の増加とともに改定率は圧縮されま
すが、改定額は増えていきます。

13～25mm
(業務用）

使用水量７㎥以下で、現行料金と比較し改定率△60％になりま
す。使用水量15㎥以上は、ほぼ現行料金と同額になります。

40～100mm
(業務用）

使用水量15㎥以下で現行料金と比較し約60％増になります。
使用水量の増加とともに900㎥までは改定率は圧縮されます
が、逓減型料金を適用していないことから901㎥以上の使用水
量の改定率は大きくなっていきます。

試算後の影響
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５ 今後の水道料金（用途別口径別料金の試算）

（１） 用途別口径別料金の検討①

口径別料金の主な課題として挙げられるのは、基本料金・超過料金が家事
用・業務用で同額であることから、業務用料金全体額が引下げとなるのに対
し、全体の９割以上の使用を占める家事用の料金が10％近くの引上げとなる
ことです。このアンバランスを解消するため、家事用・業務用それぞれ平均改
定率６％とする「③用途別口径別料金」の検討を行います。

の
検
討
へ
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５ 今後の水道料金（用途別口径別料金の試算）

（１） 用途別口径別料金の検討②

料金体系の大別

水道水を使う区分

・一度にどれくらい使える ⇒ 口径別

・どのような目的で使う ⇒ 用途別

（道内都市では33団体中10団体が採用）
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５ 今後の水道料金（用途別口径別料金の試算）

（２） 用途別口径別料金の試算①
用途別口径別の試算では、家事用と業務用の用途ごとに分け、それぞれを口

径13～25㎜と40～100㎜の２パターンに分け、また①用途別試算料金の家事用
と比較し極端な改定額にならないよう、家事用13～25㎜については基本水量７㎥、
水量割100円とし料金1,514円に設定します。また家事用40～100㎜と業務用13～
25㎜の基本水量を10㎥、業務用40～100㎜の基本水量を15㎥とします。

家事用

1,576円
水量割100円

従量
料金

単一型 逓減型 単一型 逓減型単一型 単一型

７㎥

料　金　体　系

1,514円
水量割100円 水量割200円

７㎥ 10㎥ 10㎥ 15㎥

13～25㎜ 40～100㎜ 13～25㎜ 40～100㎜

業　務　用

水量割200円

基本
料金

家　事　用

用　　途　　別　　口　　径　　別

　　用     途     別

基本
水量
あり

口　 　径　 　別
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５ 今後の水道料金（用途別口径別料金の試算）

（２） 用途別口径別料金の試算②

「③用途別口径別」の試算は、用途別の使用口径を小口径・大口径の２パ
ターンに分け、基本水量もそれぞれ用途別口径別に設定、基本料金は総括
原価配賦表により算出し、水量割を家事用100円、業務用200円と設定し料
金を算出します。また超過料金は「②口径別」と同様必要水道料金収入とつ
り合う料金シミュレーションにより試算します。

〇基本料金の算出について

用
途
別

総括原価
配賦表に
より算出

水量割
（100円）
（200円）
基本水量

13ｍｍ
20ｍｍ 小口径 814円 ＋ 700円＝ 1,514円
25ｍｍ ７㎥

40ｍｍ
50ｍｍ
75ｍｍ

100ｍｍ 10㎥

13ｍｍ
20ｍｍ 小口径 814円 ＋ 2,000円＝ 2,814円
25ｍｍ 10㎥

40ｍｍ
50ｍｍ
75ｍｍ

100ｍｍ 15㎥

1,000円 ＝5,422円

家
事
用

業
務
用

基本料金

大口径 4,422円 ＋ 3,000円 ＝7,422円

用途別の口径を
2パターンに分ける

大口径 4,422円 ＋

試算
パターン

【家事用13～25ｍｍ】基本水量７㎥
【家事用40～100ｍｍ】基本水量10㎥
水量割100円
【業務用13～25ｍｍ】基本水量10㎥
【業務用40～100ｍｍ】基本水量15㎥
水量割200円

設定内容

用途別の口径を２パターンに分けて試算。基本水
量をそれぞれ【家事用13～25ｍｍ】７㎥【家事用40
～100ｍｍ】10㎥水量割100円、【業務用13～25ｍ
ｍ】10㎥【業務用40～100ｍｍ】15㎥水量割200円
に設定し、超過料金は逓減型料金を適用し、用途
別に必要水道料金収入とつり合うよう料金設定。

算出した
基本料金

【家事用】
13～25ｍｍ：基本料金1,514円
40～100ｍｍ：基本料金5,422円
【業務用】
13～25ｍｍ：基本料金2,814円
40～100ｍｍ：基本料金7,422円
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５ 今後の水道料金（用途別口径別料金の試算）

（２） 用途別口径別料金の試算③

【家事用13～25ｍｍ】基本水量７㎥　 【業務用13～25ｍｍ】基本水量10㎥　

◎料金表 【家事用40～100ｍｍ】基本水量10㎥ 【業務用40～100ｍｍ】基本水量15㎥　

水量割100円 水量割200円
水道料金（現行） 上段（10％税込）

下段（ 8％税込） 水道料金（６％加算分） （10％税込） 水道料金（試算後） （10％税込）

料金(円） 水　量 料金(円） 水　量

1,487 240 ８㎥～
13～25㎜

（家事用）
７㎥まで 27 ８㎥～ 13～25㎜

（家事用）
７㎥まで 265 ８㎥～

(1 ,460 ) (236 ) 40～100㎜

（家事用）
１０㎥まで 3,935 11㎥～ 40～100㎜

（家事用）
１０㎥まで 265 11㎥～

282 16～900㎥ 11～900㎥ 297 11～900㎥

3,740 (277 ) 901㎥～ 255 901㎥～

(3 ,672 )
240 901㎥～ 16～900㎥ 297 16～900㎥

(236 ) 901㎥～ 255 901㎥～

用途別
口径別

基本料金(１月につ き） 超過料金(円)

（ １㎥につ き）水　量 料金(円）

超過料金(円)

（ １㎥につ き）

家事用 ７㎥まで

25 1,514

25 5,422

用途別
基本料金(１月につ き） 超過料金(円)

（ １㎥につ き）

用途別
口径別

基本料金(１月につ き）

業務用 １５㎥まで

13～25㎜
（業務用）

１０㎥まで
△ 926 13～25㎜

（業務用）
１０㎥まで

2,814

15

40～100㎜
（業務用）

１５㎥まで
3,682 15 40～100㎜

（業務用）
１５㎥まで

15

7,422

15

「③用途別口径別」の試算後の超過料金は、家事用での口径13～
25㎜８㎥以上と40～100㎜11㎥以上でともに265円、業務用での口径
13～25㎜11～900㎥と40～100㎜16～900㎥でともに297円、また逓減
型料金の設定により901㎥以上255円と試算しています。
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５ 今後の水道料金（用途別口径別料金の試算）

（３） 試算による影響①
用途別口径別13～25㎜（家事用）使用水量10㎥の場合、現行料金

2,207円、改定額102円(改定率4.6％）、改定後料金2,309円になります。
また13～25㎜（家事用）使用水量20㎥の場合、現行料金4,607円、改
定額352円(改定率7.6％）、改定後料金4,959円になります。

○用途別口径別試算使用水量(10㎥）
10％税込

用途別口径別 現行料金(円） 改定額(円） 改定率（％） 改定後料金(円）

13～25mm
（家事用） 2,207 102 4.6 2,309
40～100mm
（家事用） 2,207 3,215 145.7 5,422
13～25mm
（業務用） 3,740 △ 926 △ 24.8 2,814
40～100mm
（業務用） 3,740 3,682 98.4 7,422

○用途別口径別試算使用水量(20㎥）
10％税込

用途別口径別 現行料金(円） 改定額(円） 改定率（％） 改定後料金(円）

13～25mm
（家事用） 4,607 352 7.6 4,959
40～100mm
（家事用） 4,607 3,465 75.2 8,072
13～25mm
（業務用） 5,150 634 12.3 5,784
40～100mm
（業務用） 5,150 3,757 73.0 8,907
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５ 今後の水道料金（用途別口径別料金の試算）

（３） 試算による影響②

〇現行料金 単位：円（10％税込） 〇改定後 単位：円（10％税込）

10 20 50 100 200 500 900 2,000 5,000 9,000 10 20 50 100 200 500 900 2,000 5,000 9,000

13-25ｍｍ
（家事用） 2,207 4,607 11,807 23,807 47,807 119,807 215,807

13-25ｍｍ

（家事用） 2,309 4,959 12,909 26,159 52,659 132,159 238,159

40-100ｍｍ
（家事用） 2,207 4,607 11,807 23,807 47,807 119,807 215,807

40-100ｍｍ

（家事用） 5,422 8,072 16,022 29,272 55,772 135,272 241,272

13-25ｍｍ
（業務用） 3,740 5,150 13,610 27,710 55,910 140,510 253,310

13-25ｍｍ

（業務用） 2,814 5,784 14,694 29,544 59,244 148,344 267,144

40-100ｍｍ
（業務用） 3,740 5,150 13,610 27,710 55,910 140,510 253,310 517,310 1,237,310 2,197,310

40-100ｍｍ

（業務用） 7,422 8,907 17,817 32,667 62,367 151,467 270,267 550,767 1,315,767 2,335,767

〇改定額

10 20 50 100 200 500 900 2,000 5,000 9,000
13-25ｍｍ

（家事用） 102 352 1,102 2,352 4,852 12,352 22,352

40-100ｍｍ

（家事用） 3,215 3,465 4,215 5,465 7,965 15,465 25,465

13-25ｍｍ

（業務用） △ 926 634 1,084 1,834 3,334 7,834 13,834

40-100ｍｍ

（業務用） 3,682 3,757 4,207 4,957 6,457 10,957 16,957 33,457 78,457 138,457

〇改定率 単位：％

10 20 50 100 200 500 900 2,000 5,000 9,000
13-25ｍｍ

（家事用） 4.6 7.6 9.3 9.9 10.1 10.3 10.4
40-100ｍｍ

（家事用） 145.7 75.2 35.7 23.0 16.7 12.9 11.8
13-25ｍｍ

（業務用） △ 24.8 12.3 8.0 6.6 6.0 5.6 5.5
40-100ｍｍ

（業務用） 98.4 73.0 30.9 17.9 11.5 7.8 6.7 6.5 6.3 6.3

用途別
口径別

用途別
口径別

水量（㎥/月） 水量（㎥/月）

用途別
口径別

用途別
口径別

水量（㎥/月）

水量（㎥/月）

用途別口径別40～100㎜業務用使用水量2,000㎥の場合、現行料
金517,310円、改定額33,457円(改定率6.5％）、改定後料金550,767円
になります。
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５ 今後の水道料金（用途別口径別料金の試算）

（３） 試算による影響③

0
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25,000
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6.0

8.0

10.0

12.0

0㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥200㎥500㎥900㎥

改
定
額
（
円
）

改
定
率
（
％
）

使用水量

試算による１か月当たりの影響（13-25㎜家事用）

③用途別口径別（改定額） ③用途別口径別（改定率）

試算による増減の影響は、使用水量７㎥以下の改定率は２％増と小さくなりま
す。使用水量の増加とともに、改定率の割合も増加し、改定率は130㎥で10％を
超える試算になります。
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５ 今後の水道料金（用途別口径別料金の試算）

（３） 試算による影響④
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改
定
額
（
円
）

改
定
率
（
％
）

使用水量

試算による１か月当たりの影響（40-100㎜家事用）

③用途別口径別（改定額） ③用途別口径別（改定率）

試算による増減の影響は、使用水量７㎥以下で現行料金と比較し3.6倍（改定
率約260％増）になります。使用水量の増加とともに改定率は圧縮 されます
が、改定額は増えていきます。
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５ 今後の水道料金（用途別口径別料金の試算）

（３） 試算による影響⑤
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（
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使用水量

試算による１か月当たりの影響（13-25㎜業務用）

③用途別口径別（改定額） ③用途別口径別（改定率）

試算による増減の影響は、基本水量を引き下げたことにより、使用水量13㎥
以下で現行料金と比較し減になり、14㎥以上で増になります。
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５ 今後の水道料金（用途別口径別料金の試算）

（３） 試算による影響⑥
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試算による１か月当たりの影響（40-100㎜業務用）

③用途別口径別（改定額） ③用途別口径別（改定率）

試算による増減の影響は、使用水量15㎥以下で現行料金と比較し２倍（改定
率約100％増）になります。使用水量の増加とともに改定率は圧縮され、また逓
減型料金の適用により901㎥以上の使用水量の改定率は６％台になります。
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５ 今後の水道料金（用途別口径別料金の試算）

（３） 試算による影響⑦

「②口径別」と比較すると、「③用途別口径別」では用途間のアンバ
ランスが解消され、９割以上の使用件数を占める家事用の負担が抑
えられることになります。ただ、業務用については小口径と大口径の
負担バランスが大きく変わり、大口径使用者の負担増が課題です。
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５ 今後の水道料金（用途別口径別料金の試算）

（４） 用途別口径別料金の試算（まとめ）

「③用途別口径別」の試算では、用途ごとに算出したことにより「②口径別」
の試算と比べ、業務用の減少によるアンバランスは解消されました。また業
務用では、逓減型料金の設定により、大口使用者の改定率は６％台になり
ますが、使用水量の減少とともに改定率は高くなり、40～100㎜（業務用）で
の負担割合は増えることとなります。

13～25mm
(家事用）

使用水量７㎥以下の改定率は２％増と小さくなります。使用水
量の増加とともに、改定率の割合も増加し、改定率は130㎥で
10％を超える試算になります。

40～100mm
(家事用）

使用水量７㎥以下で現行料金と比較し3.6倍（改定率約260％
増）になります。使用水量の増加とともに改定率は圧縮されま
すが、改定額は増えていきます。

13～25mm
(業務用）

基本水量を引き下げたことにより、使用水量13㎥以下で現行料
金と比較し減になり、14㎥以上で増になります。

40～100mm
(業務用）

使用水量15㎥以下で現行料金と比較し２倍（改定率約100％
増）になります。使用水量の増加とともに改定率は圧縮され、ま
た逓減型料金の適用により901㎥以上の使用水量の改定率は
６％台になります。

試算後の影響



５ 今後の水道料金（用途別口径別料金の試算）

（５） 今後の水道料金の試算（まとめ）

水道料金体系の「①用途別」「②口径別」「③用途別口径別」の３パ
ターンについての試算後の影響は、次のとおりとなります。

45

13～25mm
(家事用）

使用水量の増加とともに、改定率の
割合も増加します。改定率は14㎥で
10％増、40㎥で15％を超える試算に
なります。

使用水量７㎥以下の改定率は２％増
と小さくなります。使用水量の増加と
ともに、改定率の割合も増加し、改定
率は130㎥で10％を超える試算にな
ります。

40～100mm
(家事用）

使用水量７㎥以下で現行料金と比較
し４倍（改定率約300％増）になりま
す。使用水量の増加とともに改定率
は圧縮されますが、改定額は増えて
いきます。

使用水量７㎥以下で現行料金と比較
し3.6倍（改定率約260％増）になりま
す。使用水量の増加とともに改定率
は圧縮されますが、改定額は増えて
いきます。

13～25mm
(業務用）

使用水量７㎥以下で、現行料金と比
較し改定率△60％になります。使用
水量15㎥以上は、ほぼ現行料金と同
額になります。

基本水量を引き下げたことにより、使
用水量13㎥以下で現行料金と比較し
減になり、14㎥以上で増になります。

40～100mm
(業務用）

使用水量15㎥以下で現行料金と比較
し約60％増になります。使用水量の
増加とともに900㎥までは改定率は圧
縮されますが、逓減型料金を適用して
いないことから901㎥以上の使用水
量の改定率は大きくなっていきます。

使用水量15㎥以下で現行料金と比較
し２倍（改定率約100％増）になりま
す。使用水量の増加とともに改定率
は圧縮され、また逓減型料金の適用
により901㎥以上の使用水量の改定
率は６％台になります。

試算後の影響

現行用途別の基本料金・
超過料金(10％税込)に
６％を乗じて試算した結
果、現行料金との比較
で、改定率では使用水量
にかかわらずおおむね
６％均一の影響となりま
す。


